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「さて、さて、さては南京玉すだれ」おなじみの合いの手にのっ
て、玉すだれの始まりです。3月3日に八積小学校で「6年生を送
る会」が開かれました。第1部では、学年別にアイデアを凝らし
た歌や演劇などを6年生にプレゼント。第2部では「わんぱく寄席」
と称して、プロによる南京玉すだれと落語が行われ、飛び入りで
6年生が玉すだれに挑戦する場面もありました。

No.294

楽しかったネ！

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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合併問題を考える（四）

平成15年度予算が決まりました

6 老人保健福祉計画老人保健福祉計画と介護保険事業計画介護保険事業計画

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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合併問題を考える（四）
２月17日に茂原市役所において、第６回長生郡市合併問題協議会が開催されました｡その内容をお知らせします。

◇合併協定項目について
合併協定書の記載項目（調整項目）のうち、次の13項目について調整方針が確認されました。

項　　目 調　　整　　方　　針
合併の方式 新設合併とする。

新事務所の 茂原市道表１番地(現茂原市役所の位置)

位置

財産及び公の 所有する財産、公の施設及び債務は、すべて新市

施設の取扱い に引き継ぐものとする。

議員の定数 ・定数特例（合併特例法第6条）

及び任期の 法令定数の2倍以内（68人）、50日以内に選挙

取扱い ・在任特例（合併特例法第7条）

現行の議員が2年以内在任（現議員数142人）

※いずれかの選択は法定協議会で決定する。

農業委員会委 合併特例法による特例措置を適用する場合

員定数及び任 ・選挙による委員（定数は10人～80人の間）

期の取扱い 80人を超えるときは、互選による。（長生郡市

の現在の定員96人）

選任による委員は、新市で新たに選任する。

合併特例法による特例措置を適用しない場合

・選挙による委員

50日以内に新たに選挙。定数は新市の条例で定

められる数。（40人以下） 任期３年。

選任による委員は、新市で新たに選任する。

※いずれかの選択は法定協議会で決定する。

一般職の職員 (1)一般職の職員は、すべて新市の職員として引き

の身分 継ぐものとする。

(2)職員定数については、現行定数を移行する。合

併後は、職員の定員管理適正化計画を策定し、定

員管理の適正に努める。

特別職の職員 (1)執務執行者については、7市町村の長が別に協

の身分 議して定める。

(2)特別職及び行政委員会委員等の身分の取扱いに

ついては、法に特例の定めのある場合は、その規

定を適用する。規定のない場合は、新市において

新たに選任する。

項　　目 調　　整　　方　　針
条例・規則の (1)１市５町１村の条例、規則等は、原則として現

取扱い 行のとおりとする。

(2)類似、相違、数団体で制定のものについては、

いずれかを基本に調整・統一し、事務事業に支障

のないよう適切な措置を講ずるものとする。

(3)合併協議会で確認された事項については、それ

ぞれの調整方針に従って整理する。

組織及び機構 (1)新市の組織及び機構については、「新市行政組

織・機構整備方針」を策定し、これに基づき、庁

舎の有効活用を念頭に整備する。

(2)新市の組織については、住民サービスが低下し

ないよう十分配慮する。

一部事務組合 (1)長生郡市広域市町村圏組合は、合併の日の前日

等の取扱い をもって解散し、合併の日にすべての事務及び財

産を引き継ぐ。また、一般職の職員は新市の職員

として身分を引き継ぐものとする。

(2)その他の一部事務組合については、それぞれの

一部事務組合ごとに調整を図ることとするが、原

則として合併の前日をもって当該組合から脱退し、

新市において合併の日に当該組合に加入する。

(3)協議会についても、(2)と同様とする。

公共団体等の 公共的団体等については、新市の一体性を確保す

取扱い るため、それぞれの事情を尊重しながら、そのあ

り方について調整に努めるものとし、一本化でき

るものについては、合併後も含めて統合を図る。

町・字名の取 (1)名称については、原則として現行のとおり。

扱い (2)同一名があった場合は、調整するものとする。

慣行の取扱い (1)市章、市民憲章、市木、市花、市歌、市鳥につ

いては、新市において新たに定める。

(2)宣言、表彰については、新市において調整する。

(3)各種イベントについては、原則として現行どお

りとするが、新市において調整を図る。

◇
法
定
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
３
月

定
例
議
会
へ
の
提
案
を
目
標
と
し

て
各
市
町
村
で
協
議
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
、
長
生
郡
町
村
会

長
（
白
子
町
長)

か
ら
、「
法
定
協

議
会
設
置
後
に
７
市
町
村
の
枠
組

み
が
崩
れ
て
は
な
ら
な
い
。
合
併

に
向
け
た
骨
組
み
が
十
分
で
な
い

の
で
、
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
理
由
か
ら
、
議
会
へ
の

提
案
を
見
送
る
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
他
の
委
員
か
ら
、

①
法
定
協
議
会
を
設
置
し
て
、
合

併
の
是
非
を
含
め
て
協
議
す
べ
き
。

②
こ
れ
ま
で
、
法
定
協
議
会
を
３

月
設
置
で
協
議
し
て
き
た
が
、
予

算
も
計
上
し
な
い
の
は
後
退
し
た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

③
こ
れ
で
は
事
務
局
体
制
の
継
続

は
で
き
ず
資
料
の
提
示
も
難
し
く

な
る
。

④
４
月
に
事
務
局
体
制
だ
け
で
も

整
え
て
事
務
事
業
の
調
整
を
進
め

て
ほ
し
い
。

な
ど
の
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
協
議
の
結
果
、
各
市
町

村
と
も
３
月
定
例
議
会
で
の
法
定

協
議
会
の
設
置
案
は
、
見
送
ら
れ

ま
し
た
。
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予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
15
年
第
１
回
議
会
定
例

会
が
３
月
６
日
か
ら
開
催
さ

れ
、
市
原
村
長
が
施
政
方
針
を

発
表
し
、
平
成
15
年
度
の
当
初

予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
85
億
27
万
円

で
、
一
般
会
計
は
45
億
７
、
９

８
０
万
円
、
各
特
別
会
計
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
第

４
次
総
合
計
画
に
お
け
る
村
の

将
来
像
『
人
間
性
豊
か
な
健
康

で
住
み
よ
い
村：

長
生
』
を
重

視
し
、
①
魅
力
的
・
個
性
的
な

長
生
村
　
②
公
平
で
生
き
が
い

の
も
て
る
長
生
村
　
を
テ
ー
マ

に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的

か
つ
効
果
的
に
配
分
す
る
こ
と

に
努
め
ま
し
た
。

会　計　名 予　算　額 前年度比
国民健康保険
事業勘定 12億3,900万0,000円 13.7％

施設勘定 1億1,900万0,000円 △1.4％

老人保健 11億8,717万0,000円 △0.5％

工業用地開発事業 5,436万2,000円 1009.4％

公共下水道事業 7億5,960万0,000円 △5.3％

介護保険 5億6,133万7,000円 12.8％

合　　　計 39億2,046万9,000円 5.7％

　　　　般般般般会会会会計計計計予予予予算算算算：45億7,980万円 平成15年度

長長長長生生生生村村村村のののの

平成 1 5年度特別会計

平成 1 5年度一般会計 単位：千円
（ ）内は構成比

一般会計

歳 入
総額　4,579,800

村　　税

1,299,649
（28.4％）

地方交付税

1,260,000（27.5％）

その他

565,857
（12.4％）

県支出金

229,642
（5.0％）
国庫支出金
316,621
（6.9％）

繰入金
359,431
（7.8％）

教育費

659,665
（14.4％）

その他

988,477
（21.6％）

総務費

536,768
（11.7％）

一般会計

歳 出
総額　4,579,800

民生費

976,221
（21.3％）

衛生費

735,547
（16.1％）

土木費

683,122
（14.9％）

人件費
1,166,628
（25.5％）

普通建設
事業費
951,836
（20.8％）

物件費
580,339
（12.7％）

補助費等
717,326
（15.7％）

その他
258,978
（5.6％）

一般会計

性質別
歳 出

公債費
377,684
（8.2％）

繰出金
527,009
（11.5％）

村 債

548,600
（12.0％）
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一一
般般
会会
計計
予予
算算
のの
概概
要要

予予予予算算算算総総総総額額額額：85億27万円　うち 一一一一　　　　

平成15年度の主要事業（村づくりの施策大綱別に）

◇
歳
　
入

村
税

長
引
く
景
気
の
低
迷
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
や
失
業
率
の
増
加
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
個
人

村
民
税
及
び
法
人
税
に
つ
い
て
は
減
収
が
見
込
ま

れ
、
前
年
度
に
比
べ
約
８
・
５
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
方
交
付
税

国
は
地
方
公
共
団
体
の
裁
量
を

高
め
、
自
主
的
・
主
体
的
な
財
政
運
営
を
促
す
た

め
の
段
階
補
正
、
事
業
費
補
正
の
見
直
し
を
行
う

と
共
に
、
前
年
同
様
、
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
振

替
に
よ
り
減
収
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
本
村
で

は
前
年
度
法
人
税
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
約
８
％
の
伸
び
を
見
込
み
ま
し
た
。

そ
の
他

国
庫
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
も
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
、
景
気
の
動
向
か
ら
し
て
財

源
の
確
保
は
極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
中
で
、
可
能
な
限
り
主
要
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
、
基
金
の
繰
入
や
村
債
な
ど
に
依
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◇
歳
　
出

義
務
的
経
費

人
件
費
は
給
与
改
定
に
よ
り

３
・
４
％
減
、
扶
助
費
は
高
齢
者
ま
た
身
体
・
知

的
障
害
者
（
児
）
へ
の
支
援
制
度
開
始
な
ど
に
よ

り
49
・
６
％
増
、
公
債
費
は
５
・
３
％
減
で
、
全

体
で
は
０
・
３
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費

農
業
生
産
基
盤
整
備
・
道
路
改

良
・
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
加
え
、
一
松

小
屋
内
運
動
場
・
高
根
保
育
所
増
改
築
事
業
な
ど

の
新
規
事
業
で
、
30
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事業名（課 名） 内容・規模など
在宅介護支援事業 介護保険法の適用外高齢者を

（健康福祉課） 対象としたホームヘルプサー

ビス、デイサービス事業

在宅高齢者と家族に対し、24

時間体制で在宅介護を支援す

る相談事業

支援費事業 身体･知的障害者(児)に、施設

（健康福祉課） 入所、ホームヘルプサービス

やデイサービスなどの必要な

サービスを決定し、支援費を

支給する

健康診査事業 各種がん検診や基本健康診査

（健康福祉課） 等により、がん等の早期発見

治療に努める

保育所施設整備事 高根保育所増改築工事

業　　　（住民課） （ 295 ㎡ ）

放課後児童対策事 育成事業委託費（八積地区）

業　　　（住民課） 設計監理､建設工事（高根地区）

小学校施設整備事業 一松小学校屋内運動場増改築

（学校教育課） 工事（ 894 ㎡ )

文化会館イベント 演芸まつり、映画会、ポピュ

事業（生涯学習課） ラーコンサートの開催

長生村50周年記念 記念式典及び各種記念事業等

事業（企画財政課） の推進

仕
組
み
づ
く
り
施
策
（
さ
さ
え
る
・
の
ば
す
・
に
な
う
）

事業名（課 名） 内容・規模など
交通安全施設等整 交通安全施設等整備工事

備事業　（建設課） （南部地先）L＝150m

（新地地先）L＝400m

市町村道改築事業道路改良工

事（一松地先）L＝160m

道路改良事業 道路改良工事

（建設課） （七井土地先）L＝50m

測量委託、用地買収等

（薮塚・金田地先）

都市計画推進事業 地名板設置工事

（都市計画課） （村内主要交差点に４箇所）

農業生産基盤整備 排水路整備事業（宮成地区）

事業　　（産業課） B型柵渠 L＝364m

地域農業構造改革 ライスセンター建設費補助金

モデル事業(産業課) （八積西部営農組合）50ha対応

防災対策事業 防災マップ5,000枚作成

（総務課） （全戸配布）

特定環境保全公共下水 管渠工事、浄化センター維持

道事業（下水環境課） 管理業務委託など

整備予定面積10.4ha

合併処理浄化槽設置 浄化槽設置補助事業

整備事業 67基

（下水環境課）

基
盤
づ
く
り
施
策
（
き
ず
く
・
い
か
す
・
ま
も
る
）
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介
護
保
険
制
度
導
入
に
あ

た
り
村
で
は
「
長
生
村
老
人

保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」
を
平
成
12
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
介
護
保
険
事
業
計
画
は
５

年
を
１
期
と
す
る
計
画
で
す

が
、
３
年
ご
と
の
見
直
し
が

新新
老老
人人
保保
健健
福福
祉祉
計計
画画

第第
２２
期期
介介
護護
保保
険険
事事
業業
計計
画画

に
つ
い
て

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
２
期
介
護
保
険
計
画
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
（
基
準
額
）
は

２
５
、
０
０
０
円
で
し
た
が
、

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
の

保
険
料
を
２
８
、
１
０
０
円

に
定
め
ま
し
た
。

国の 
　負担金 
　　25％ 

県の 
負担金 
12.5％ 

村の 
負担金 
12.5％ 

40歳以上 
65歳未満 
の人(第２号 
　被保険者)の 
　　保険料　32％ 

  65歳以上の人 
(第１号被保険 
者)の保険料 
　    18％  

公
　
　
費 

保  

険  

料 

50 
%

50 
%

保険料年額
備　　　考

（月　額）
第１段階 14,100円 非課税世帯で老齢福祉
（基準額x0.5） （1,175円） 年金受給者・生活保護者
第２段階 21,100円 世帯住民税非課税
（基準額x0.75） （1,758円）
第３段階 28,100円 本人住民税非課税
基準額 （2,342円）
第４段階 35,100円 本人住民税課税
（基準額x1.25） （2,925円） 所得200万円未満
第５段階 42,200円 本人住民税課税
（基準額x1.5） （3,517円） 所得200万円以上

所得段階別第１号被保険者の保険料

介護保険料の財源構成

財
源
の
半
分
は
保
険
料
で
す

○参考資料
介護保険料算定の基礎となった、平成15年～19年までの推計値

保
険
料
の
算
定
は
高
齢
者

人
口
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
人
数
、
サ
ー
ビ
ス
費
用

額
を
推
計
し
て
い
ま
す
。
費

用
額
の
18
％
が
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
）
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

区　　　分 Ｈ14年 Ｈ15年 Ｈ16年 Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年

総 　 人 　 口 14,595人 14,840人 14,905人 14,970人 15,011人 15,052人

6 5 歳 以 上 人 口 2,961人 3,180人 3,240人 3,299人 3,374人 3,450人

高 齢 化 率 20.3％ 21.4％ 21.7％ 22.0％ 22.5％ 22.9％

認 　 定 　 者 206人 279人 302人 325人 348人 371人

サービス利用者合計 182人 252人 273人 285人 314人 334人

内　　在　　宅 128人 172人 185人 190人 214人 228人

訳　　施　　設 54人 80人 88人 95人 100人 106人

7

日
常
生
活
を
す
る
の
に
介
護

や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
で
14
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
で
３
つ
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
居
宅
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

訪
問
介
護
員
が
、
身
体
介
護

や
家
事
援
助
を
行
う

・
訪
問
入
浴
介
護

移
動
入
浴
車
に
よ
り
、
入
浴

介
護
を
行
う

・
訪
問
看
護

看
護
師
が
療
養
上
の
世
話
や

診
療
補
助
を
行
う

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理
学
療
法
士
な
ど
が
機
能
訓

練
を
行
う

・
居
宅
療
養
管
理
指
導

医
師
・
歯
科
医
な
ど
が
療
養

上
の
管
理
・
指
導
を
行
う

・
通
所
生
活
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
日
帰

り
介
護
を
行
う

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

デ
イ
ケ
ア
施
設
で
日
帰
り
で

機
能
訓
練
を
行
う

・
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
短
期
入

所
し
た
人
へ
の
世
話
を
行
う

・
短
期
入
所
療
養
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

医
療
機
関
な
ど
に
短
期
入
所
し

た
人
へ
機
能
訓
練
な
ど
を
行
う

・
福
祉
用
具
貸
与
と

福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

福
祉
用
具
の
貸
与
、
購
入
補

助
を
行
う

・
住
宅
改
修
費
の
支
給

段
差
解
消
な
ど
の
住
宅
改
修

の
費
用
を
補
助
す
る

・
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

少
人
数
の
共
同
生
活
施
設
で

日
常
生
活
の
世
話
を
行
う

・
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
入

居
者
の
日
常
生
活
の
世
話
を

行
う

・
居
宅
介
護
支
援

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

と
業
者
と
の
連
絡
調
整
を
行

う
○
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

常
時
介
護
の
必
要
な
高
齢
者

に
、
日
常
生
活
の
世
話
を
行
う

介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
のの

種種
類類
はは
たた
くく
ささ
んん
ああ
りり
まま
すす

・
介
護
保
健
施
設

（
老
人
保
健
施
設
）

病
状
安
定
期
の
高
齢
者
が
入

所
、
機
能
訓
練
な
ど
を
行
う

・
介
護
療
養
施
設

（
療
養
型
病
床
群
等
）

長
期
療
養
の
必
要
な
高
齢
者

に
、
療
養
上
の
世
話
を
行
う

福祉の充実 在宅福祉サービスの充実

（安心して暮らせる在宅介護の推進） 施設福祉サービスの充実

保健・医療の充実と社会参加の促進
保健・医療サービスの充実

（元気高齢者づくりの推進）
地域医療体制の充実

交流・学習活動の促進

就労対策の推進

支えあうまちづくりの推進 人にやさしいまちづくりの推進

（ささえあうあたたかな地域づくり） 防災・防犯対策の充実

福祉意識の形成住民参加型の

福祉社会の形成

介護の充実
介護保険サービスの充実

（自立と豊かな生活を支える介護保険）

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

老人保健福祉計画を策定しました
高齢者が住み慣れたまちで老後を安心して暮らせるよう、老人保健福祉

計画「安心して生涯を託せる思いやりの里をめざして」を次のような体系

で計画しました。

介
護
保
険
係
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
の
納
付

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
運
営

は
み
な
さ
ん
の
保
険
料
と
公
的

補
助
で
賄
う
も
の
で
す
。

現
在
介
護
が
必
要
な
く
て
も
、

い
つ
介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
る

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
保
険
料

の
滞
納
が
あ
る
と
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
時
に
給
付
制
限
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
領
委
任
払
い
制
度

15
年
度
か
ら
福
祉
用
具
購
入

費
及
び
住
宅
改
修
費
の
９
割
分

の
支
給
方
法
が
、
受
領
委
任
払

い
制
度
と
な
り
ま
す
。

受
領
委
任
払
い
制
度
と
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
者
と
村
で
受
領
委

任
払
い
契
約
を
結
び
、
被
保
険

者
は
業
者
に
総
額
の
１
割
を
支

払
い
、
残
り
の
９
割
を
村
か
ら

直
接
業
者
に
支
払
う
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
介
護
保
険
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
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８
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１
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村
で
は
、
障
害
者
が
外
出
す
る
際
に

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
料
金
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

利
用
希
望
者
に
は
平
成
15
年
度
分
の

利
用
券
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

・
身
体
障
害
者
で
、
障
害
の
程
度
が
１

級
、
２
級
、
３
級
の
人

・
知
的
障
害
者
で
、
障
害
の
程
度
が
重

度
（
療
育
手
帳
　
及
び
Ａ
）
の
人

◇
助
成
内
容

助
成
額
は
、
１
回
に
１
、

０
０
０
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
料
金
が
１
、
０
０
０
円
未

満
の
と
き
は
そ
の
額

年
間
利
用
回
数
は
、
申
し
込
み
の
あ

っ
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
月
数
×

２
回
ま
で

◇
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

・
南
総
、
東
洋
、
あ
づ
ま
、
都
、
日
の

丸
エ
ー
ス
タ
ク
シ
ー
（
以
上
茂
原
市
）

・
日
の
丸
タ
ク
シ
ー
（
一
宮
町
）

・
白
子
タ
ク
シ
ー
（
白
子
町
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

手
帳
、
振
込
先
口
座
番
号
（
本
人
名

義
で
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
）、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
資
格
者
証
（
発
行

家
族
で
楽
し
く
野
菜
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

自
分
で
作
っ
た
野
菜
を
自
分
で
食
べ

る
。
自
分
で
植
え
た
花
を
部
屋
に
飾
る

な
ど
、
自
分
で
つ
く
れ
ば
無
農
薬
・
有

機
栽
培
が
自
由
自
在
で
す
。

長
生
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
で
は
、
入
園

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
場
　
所

長
生
村
水
口
西
栄
地
区

（
八
積
駅
西
側
、
徒
歩
７
分
）

◇
面
　
積

１
区
画
50
㎡

◇
利
用
料

15
年
度
は
利
用
料
金
を
改

定
し
ま
し
た

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◇
そ
の
他

・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集

・
長
生
村
の
あ
ゆ
み
「
映
像
で
綴
る
長

生
村
の
歴
史
」

・
長
生
村
史
編
纂
事
業

・
50
周
年
記
念
村
勢
要
覧
の
発
行

区画数 利用料金

１区画 8､000円

２区画 15､000円

３区画 21､000円

４区画 26､000円

５区画 30､000円

６区画 33､000円

７区画
１区画当たり

5､000円

さ
れ
て
い
る
人
の
み
）、
平
成
14
年
度

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
（
発

行
さ
れ
て
い
る
人
の
み
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
　
（
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２
１
１
２

４
月
５
・
６
日

大
凧
揚
げ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５
月
３
日

人
間
ば
ん
馬
レ
ー
ス

８
月
９
・
10
日

長
生
村
盆
踊
り
大
会

10
月
12
日

村
民
体
育
祭

11
月
１
〜
３
日

記
念
式
典
及
び

文
化
祭
・
産
業
ま
つ
り

5500
周周
年年
記記
念念
事事
業業
がが

行行
なな
わわ
れれ
まま
すす

長
生
村
は
、
昭
和
28
年
11
月
３
日
に

八
積
・
高
根
・
一
松
の
三
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
、
今
年
で
村
制
施
行
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。

村
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
村

民
と
と
も
に
祝
お
う
と
、
各
種
記
念
事

業
や
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
実
施
す
る
計
画

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
人
間
ば
ん
馬
大
会
」
や
「
大

凧
揚
げ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
盆
踊
り
大

会
」
な
ど
、
民
間
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

フフ
ァァ
ーー
ムム
ララ
ンン
ドド
のの

入入
園園
者者
をを
募募
集集

◇
申
込
受
付

平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
随
時
受
付
）

◇
利
用
期
間

申
し
込
み
時
か
ら
平
成

16
年
３
月
31
日
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ

産
業
課

（
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２
１
１
４

４
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
に
乳
幼
児

医
療
受
給
券
と
保
険
証
を
提
示
す
る
と
、

一
定
の
自
己
負
担
で
受
診
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
受
給
券
の

裏
面
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

請
し
た
が
受
給
券
が
届
い
て
い
な
い
人
、

申
請
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
助
成
対
象
者

０
歳
か
ら
就
学
前
児

童
（
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
は
入
院
・

通
院
と
も
１
日
か
ら
対
象
、
３
歳
以

上
か
ら
就
学
前
ま
で
は
７
日
以
上
の

継
続
入
院
が
対
象
）

◇
自
己
負
担
金

２
０
０
円
又
は
無
料

（
住
民
税
額
に
よ
る
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

印
鑑
、
申
請
書
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー
、
平
成
14
年
１
月

１
日
以
後
に
転
入
の
人
は
、
住
民
税

課
税
証
明
書
又
は
非
課
税
証
明
書

（
前
住
所
地
で
の
証
明
）

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
　
健
康
指
導
係

（
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６
８
０
０

福福
祉祉
タタ
クク
シシ
ーー
のの

利利
用用
申申
請請
受受
付付

乳乳
幼幼
児児
医医
療療
費費
のの

窓窓
口口
負負
担担
がが
変変
りり
まま
すす

A

税金は納期内に納税を　　　口座振替の人は残高の確認をお願いします
9

！！

国民年金保険料納付に国民年金保険料納付に
便利な便利な22つの方法つの方法

国民年金保険料の納付期限は

翌月末ですが、忙しいときや近

くに銀行や郵便局がないときな

ど、納めに行けないときがある

かもしれません。

そんな人には次の2つの方法

をおすすめします｡

①安心・便利な口座振替
一度手続きをすれば、毎月の

保険料が翌月末に自動的に引き

落とされますので、納めに行く

手間が省け、納め忘れもなく安

心です。また、家族の保険料を

まとめて1つの口座から引き落

とすこともできます。

手続きは口座をお持ちの全国

の金融機関や郵便局の窓口で。

◇手続きに必要なもの
○納付書

○預貯金通帳

○通帳届出の印鑑

※市区町村の国民年金係では手

続きできません。

②お得な前納割引
国民年金保険料を前もって一

度に納めれば、納め忘れがない

のはもちろんのこと、割引があ

って大変お得です｡

その他に、希望の月から平成

16年3月分までの保険料を一度

に納める場合の割引もありま

す。詳しくは千葉社会保険事務

所へご連絡ください｡

◇問い合わせ
千葉社会保険事務所

043-242-6327

平
成
15
年
度
分
の
固
定
資
産
税
・
村

県
民
税
か
ら
、
納
期
前
納
付
報
奨
金
の

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。
報
奨
金
は
１

期
の
納
期
内
に
１
年
分
の
税
金
を
支
払

っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
14
年
度
分
ま
で
の
報
奨
金
に
つ

い
て
は
支
給
額
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
15
年
度
か
ら
２
期
目

の
税
額
が
10
万
円
を
超
え
る
場
合
に

現
在
、
村
税
の
支
払
を
口
座
振
替
さ

れ
て
い
る
人
に
領
収
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
事
務
事
業
・
経
費
削
減
の
た

め
、
平
成
15
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

村
で
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

を
得
て
清
潔
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を

保
ち
、
河
川
や
海
な
ど
の
汚
濁
防
止
を

目
的
と
し
た
公
共
下
水
道
の
整
備
拡
張
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国民年金
 

は
、
超
え
た
金
額
に
つ
い
て
の
報
奨
金

を
支
給
し
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
固

定
資
産
税
で
９
、
０
０
０
円
、
住
民
税
で

は
５
、
０
０
０
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
は
自
主
納

税
意
識
の
高
揚
、
税
収
の
早
期
確
保
な

ど
の
た
め
に
昭
和
29
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
40
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
口

座
振
替
制
度
の
普
及
、
低
金
利
な
ど
、

社
会
経
済
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

税
務
課

（
32
）
２
１
１
３

を
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。
平
成
14
年

度
に
お
い
て
は
約
10
ha
の
整
備
が
完
了

し
、
驚
の
一
部
、
入
山
津
の
一
部
、
原

の
一
部
、
小
泉
南
部
、
及
び
小
泉
北
部

の
一
部
が
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
し
、

村
全
体
の
処
理
区
域
面
積
は
約
１
５
７

ha
と
な
り
ま
し
た
。

供
用
区
域
内
の
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、

清
潔
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
保
つ
た

め
に
も
早
期
の
接
続
、
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

納納
期期
前前
納納
付付
報報
奨奨
金金
のの

支支
給給
額額
をを
変変
更更

税税
金金
のの
支支
払払
確確
認認
はは
通通
帳帳
でで

下下
水水
道道
供供
用用
区区
域域
がが

拡拡
大大
しし
まま
しし
たた

千千
葉葉
県県
議議
会会
議議
員員
選選
挙挙
のの

投投
票票
日日
はは
1133
日日

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
13
日

(

日)

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
議
会
議
員
は
、
み
な
さ
ん
の
意
見

を
県
政
に
届
け
る
代
表
者
と
し
て
、
県

の
条
例
や
予
算
の
審
議
、
議
決
な
ど
、

県
の
重
要
な
意
思
を
決
定
し
ま
す
。

投
票
は
有
権
者
み
な
さ
ん
の
貴
重
な

権
利
で
あ
り
、
県
政
に
参
加
す
る
大
切

な
機
会
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
選
挙
管
理
委

員
会
　
　
（
32
）
２
１
１
１

狂狂
犬犬
病病
予予
防防
のの
集集
合合

注注
射射
をを
行行
なな
いい
まま
すす

毎
年
４
月
下
旬
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

犬
の
集
合
注
射
は
５
月
13
日
（
火
）
14

日
（
水
）
15
日
（
木
）
29
日
（
木
）
の

４
日
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
人
に

は
、
５
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

支
払
い
の
確
認
は
、
通
帳
等
の
記
帳

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
領

収
書
の
必
要
な
人
は
、
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
発
行
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

車
両
の
継
続
検
査
に
必
要
な
の
で
今
ま

で
ど
お
り
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

税
務
課

（
32
）
２
１
１
３
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

新
た
な
る
希
望
を
胸
に中

学
校
卒
業
式

長
生
村
尼
ヶ
台
加
工
所
管
理
運
営
組
合

で
は
、
３
月
４
日
に
文
化
会
館
調
理
室
に

お
い
て
加
工
所
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
準

備
会
を
行
い
ま
し
た
。

直
売
所
で
販
売
す
る
オ
ー
ド
ブ
ル
や
田

舎
寿
司
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
チ
ラ
シ

作
成
用
の
写
真
撮
影
が
主
で
、
腕
を
ふ
る

っ
て
作
っ
た
作
品
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

写
し
て
い
ま
し
た
。「
近
い
う
ち
に
み
な

さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
」
と
根
本
組
合
長
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

準
備
は
Ｏ
Ｋ

どう撮ればいいのかしら、難しい！

３
月
11
日
、
長
生
中
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
、
１
５
６
人
が
こ
の
校
舎
か

ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
校
長
先
生
か
ら

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
「
下
級
生
を
リ
ー

ド
し
、
学
校
行
事
に
常
に
全
力
で
臨
む
そ

の
姿
に
は
何
度
も
感
動
さ
せ
ら
れ
た
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
を

代
表
し
て
田
中
祐
也
く
ん
が
「
照
れ
く
さ

く
て
な
か
な
か
言
え
な
か
っ
た
け
ど
、
み

ん
な
大
好
き
だ
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が

と
う
」
と
答
辞
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。

中
学
校
生
活
３
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

校長先生がお祝いの言葉を添えて卒業証書を授与

涙まじりの声で卒業の歌を歌いました

こ
の
体
育
館
に
入
る
の
も

今
日
が
最
後
で
す

11

３
月
５
日
に
一
松
小
学
校
で
５
、
６

年
生
59
人
が
参
加
し
て
交
通
安
全
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
の
正
し

い
乗
り
方
に
つ
い
て
、
お
ま
わ
り
さ
ん

か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
に
作
ら
れ
た
コ
ー
ス
で
実
技
を
行

い
ま
し
た
。
意
外
と
知
っ
て
い
る
よ
う

で
知
ら
な
か
っ
た
ル
ー
ル
に
児
童
た
ち

は
び
っ
く
り
。

６
年
生
は
４
月
か
ら
自
転
車
で
中
学

校
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
実
技
に

も
自
然
と
身
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

交
通
安
全

交差点では左右を確認して自転車を引いて渡ります

３月３日に一松保育所のホールにおいて、ひな

祭り会が開催されました。

園児たちが折り紙で作ったひな人形を飾って、

みんなでお遊戯や紙芝居を楽しみました。最後に

白酒ならぬカルピスが園児に振舞われ、おいしく

いただきました。

楽しいひな祭り

市原村長から支団長に消防車の鍵が渡されました

３
月
４
日
に
高
根
小
学
校
１
年
生
の
、

生
活
科
の
授
業
に
高
根
保
育
所
の
園
児
が

招
か
れ
ま
し
た
。
小
学
生
は
園
児
を
相
手

に
模
擬
店
を
開
き
、
け
ん
玉
な
ど
の
お
も

ち
ゃ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
引
換
券
と
交
換

で
販
売
。
い
ろ
い
ろ
な
商
品
に
目
移
り
す

る
園
児
を
呼
び
こ
も
う
と
大
き
な
声
で

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

初
め
て
の
経
験
に
、
戸
惑
い
の
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
満

足
の
笑
顔
ば
か
り
で
し
た
。

も
の
を
売
る
の
は

意
外
と
大
変

小学生も園児を呼ぶのに一苦労です

第6支団に新しいポンプと消防自動車が広域市町

村圏組合から配備され、その引渡し式が３月10日

に役場庁舎前で行われました。

第１分団第４部（岩沼）へ消防ポンプ、第1分団

第５部（信友）へ消防車と消防ポンプ、第２分団

第１部（新地・大村・下村）へ消防車がそれぞれ

引渡されました。

消防団に新しい装備
み
ん
な
元
気
が
よ
か
っ
た
ネ
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健
診
と
予
防
接
種

▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

と
　
き
＝
４
月
２
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
判
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ

と
　
き
＝
４
月
４
日
（
金
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

※
４
月
２
日
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

接
種
者
が
対
象
で
す
。

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
14
年
４
・
９
・
12
月
生
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

４
月
４
日
（
金
）

18
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・

尿
中
塩
分
測
定
・

み
そ
汁
塩
分
測
定

保
健
指
導
・
栄
養

指
導
な
ど

※
４
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者
募
集

仕上げ磨きが大切です（二歳児教室）

「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
「
母
と
子
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◇
出
場
資
格

高
齢
者：

平
成
15
年
４
月
１
日

現
在
、
80
歳
以
上
で
完
全
に

治
療
さ
れ
て
い
る
自
分
の
歯

（
か
ぶ
せ
た
歯
・
さ
し
歯
で

と
　
き
＝
４
月
30
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

乳
が
ん
・
婦
人
科
検
診
を
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
く

乳
が
ん
・
検
診

婦
人
科

だ
さ
い
。

▽
実
施
日

４
月
21
日(

月)

・
22

日(

火)

・
23
日(

水)

・
24
日(

木)

25
日(

金)

・
26
日(

土)

・
28
日

(

月)

▽
受
付
時
間

※
自
己
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

平
　
日

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

午
後
０
時
30

超
音
波
検
査

分
〜
３
時

婦
人
科
検
診

午
後
１
時
〜

貧
血
検
査

３
時

土
曜
日

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

午
前
８
時
〜

超
音
波
検
査

10
時
30
分

婦
人
科
検
診

午
前
９
時
〜

貧
血
検
査

10
時
30
分

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
を
配
布
し
ま
す

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に

は
、
平
成
15
年
度
（
平
成
15
年
４

月
か
ら
平
成
16
年
３
月
）
の
各
種

検
診
・
予
防
接
種
な
ど
保
健
セ
ン

タ
ー
の
行
事
予
定
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る

人
に
は
、
自
治
会
長
を
通
じ
て
各

世
帯
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

自
治
会
未
加
入
の
人
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
・
健
康
福
祉
課
・
中
央

公
民
館
・
文
化
会
館
の
窓
口
及

び
、
村
内
各
保
育
所
に
お
い
て
あ

り
ま
す
の
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ

い
。今

月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ

ば
」
は
、
１
日
（
火
）
・
14

日
（
月
）
に
行
な
い
ま
す
。

も
可
）
が
20
本
以
上
あ
る
人

母
と
子：

平
成
14
年
度
に
３
歳

児
健
康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児

と
そ
の
母
親
で
、
む
し
歯
が
無

く
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
る

人
◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

13

保健師だより

みんなで歩こう

健康ウォーキング健康ウォーキング
今月の担当は川島です

外
に
出
て
歩
く
こ
と
が
楽
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

適
度
な
運
動
を
長
期
間
に
わ

た
っ
て
続
け
る
た
め
に
は
、
誰

で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
最
適
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
習
慣
化
す
る
と
、
血
行
が
よ

く
な
り
血
圧
の
上
昇
を
予
防
し

た
り
、
悪
玉
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、
善
玉

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
や
し
て
動
脈
硬
化
の
進
行
を

抑
制
で
き
ま
す
。

ま
た
、
足
な
ど
の
筋
肉
が
維

持
・
強
化
さ
れ
る
の
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
代
謝
が
よ
く
な
っ
て

肥
満
を
予
防
し
た
り
、
血
糖
値

を
さ
げ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

足
の
骨
に
適
度
な
負
荷
が
か
か

る
の
で
、
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な

る
骨
粗
し
ょ
う
症
も
予
防
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
役

立
つ
な
ど
「
か
ら
だ
」
に
良
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

14
年
度
か
ら
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
室
に
参
加
し
た
ら
、
歩
く
習

慣
が
つ
い
て
「
体
力
が
つ
い
た
」

「
体
調
が
よ
く
な
っ
た
」
と
い
う

お
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

今
年
度
も
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
楽
し
い
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
４
月

11
日(

金)

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
32
）
６
８
０
０

平
成
15
年
度

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
内
容

◇
日
　
程

◇
主
な
内
容

①
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
・
体
重
・
体
脂
肪
）
で
自

ｰ10㎜Hg以上

ｰ1～ｰ9㎜Hg

+1～+9㎜Hg

最低血圧値の変化

教室参加者の体の変化

体重の変化
ｰ5㎏以上

ｰ2㎏～ｰ5㎏

未満

0～2㎏未満

+2㎏未満

+2㎏以上

ｰ10㎜Hg以上

ｰ1～ｰ9㎜Hg

+1～+9㎜Hg

ｰ10％以上

ｰ5％～ｰ10％

未満

ｰ5％未満

変化なし

+2％未満

最高血圧値の変化

体脂肪の変化

31%

38%

31%

50%

13%25%

6%

6%

50%

25%
13%

6% 6%

38%31%

31%

※最高血圧・最低血圧がｰ10㎜Hg以上、ｰ１～ｰ９㎜Hg以上下がった人は、全体の69％みら

れました。体脂肪は、ｰ10％以上の人が６％、ｰ５％～ｰ10％未」の人が13％みられました。

体重は、ｰ5㎏以上の人は６％、ｰ2～ｰ5㎏未満の人が25％でした。

４
月
17
日(

木)

５
月
15
日(

木)

６
月
３
日(

火)

７
月
17
日(

木)

８
月
28
日(

木)

９
月
18
日(

木)

10
月
16
日(

木)

11
月
13
日(

木)

12
月
18
日(

木)

１
月
22
日(

木)

２
月
12
日(

木)

３
月
11
日(

木)

分
を
知
ろ
う

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
・
効

用
に
つ
い
て

③
体
に
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
方
法

④
美
し
い
フ
ォ
ー
ム
作
り
と
歩

き
方

⑤
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

⑥
５
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
際
と

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

※
そ
の
他
、
体
に
よ
い
こ
と
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◇
開
催
時
間

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
講
　
師

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公

認
指
導
員
　
川
崎
　
輝
夫
氏

◇
用
意
す
る
も
の

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
水
筒
（
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
）
・
万
歩
計
・

筆
記
用
具

◇
参
加
費

年
間
５
０
０
円
（
フ
ァ
イ
ル

代
・
保
険
料
）

☆
申
込
者
に
は
、
初
回
参
加
時

に
詳
細
な
年
間
予
定
表
を
配
布

い
た
し
ま
す
。
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

小
野
翔
太
郎

修
一
　
南
　
部

新
山
　
裕
都

剛
宏
　
大
　
村

伊
牟
田

空

草
太
　
北
中
瀬

古
井
戸
渉
来

聡

金
　
田

細
矢

泉

栄
一
　
小
　
橋

佐
藤
　
義
樹

武
宏
　
市
ヶ
谷

米
倉
　
空
良

正
樹
　
新
　
田

大
木
　
菜
摘

祐
二
　
新
　
田

菊
池
わ
か
ば
　
正
利
　
七
井
土

出
生
・
死
亡
（
２
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

中
国
を
旅
行
し
た
と
き
に
西
安

で
見
た
獅
子
の
焼
き
物
で
、
気
に

入
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

写
真
を
撮
っ
て
帰
り
作
っ
た
の
が

こ
の
作
品
で
す
。

板
作
り
工
法
で
獅
子
の
土
台
を

作
り
、
そ
の
上
に
紐
作
り
工
法
で

形
を
整
え
な
が
ら
首
の
あ
た
り
ま

で
積
み
上
げ
ま
す
。
物
体
が
大
き

い
の
で
こ
こ
で
少
し
乾
か
し
ま
す
。

次
に
顔
か
ら
頭
の
部
分
を
積
み
上

げ
、
頭
に
髪
の
毛
を
つ
け
、
丸
ま

っ
た
模
様
は
竹
串
を
使
っ
て
彫
り

ま
し
た
。
大
き
く
あ
け
た
口
は
針

で
切
れ
目
を
入
れ
て
お
き
、
乾
い

て
か
ら
そ
の
部
分
を
取
り
除
き
ま

し
た
。
釉
薬
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

を
使
い
吹
き
か
け
ま
し
た
。

ど
こ
か
ら
見
て
も
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
て
、
し
か
も
あ
い
き
ょ

う
の
あ
る
作
品
に
仕
上
り
、
私
の

お
気
に
入
り
の
一
品
で
す
。

始
め
た
頃
は
皿
や
花
瓶
を
た
く

さ
ん
作
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

と
う
ろ
う
や
人
形
な
ど
オ
ブ
ジ
ェ

作
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

陶
芸
は
土
を
練
る
の
が
大
変
で

す
が
、
長
生
会
の
み
な
さ
ん
に
助

け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
毎
月
第

２
・
第
４
の
日
曜
日
に
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
陶

芸
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

味園　照さん
（七井土）

まんがで選挙を考える
出かける時は忘れずに

川名　京
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,358人(+18)

女　7,402人(+25)

計 14,760人(+43)

■世帯数

4,958戸 (+30)

３月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

田
野
　
宇
平
　
99
歳
　
入
山
津

中
村
千
代
子
　
90
歳
　
　
驚

東
間
　
　
　
　
93
歳
　
　
驚

田
中
　
英
一
　
83
歳
　
入
山
津

東
條
　
平
次
　
71
歳
　
薮
　
塚

植
草
　
勘
一
　
91
歳
　
信
　
友

齋
藤
　
利
子
　
68
歳
　
七
井
土

杉
山
　
喬
　
　
92
歳
　
岩
　
沼

細
貝
　
淑
子
　
83
歳
　
小
泉
北
部

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

え～、小話を一つ

先生
ありがとう！

落語家の柳家三之助さんから

ねたを教わって、小話を披露。

さて、その出来栄えは・・・。

卒業式終了後、感謝の気持ちをこ

めて先生を胴上げ。照れながらも

とってもうれしそうな先生でした。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

僕は、野球の選手になりたいです。

わけは、少年野球をやっているからで

す。入ったばかりですが、お父さんが

「大輝は絶対にホームランバッターに

なれる」と言っていました。本当かな。

伊東　大輝くん

八　積　小

５　年

僕のゆめは、お医者さんです。人の

病気をすぐになおしてよくきく薬を病

気の人にのませてあげたいです。病気

の人もすぐになおしてあげたいです。

斉藤　孝治くん

一　松　小

５　年



細

入

義

正
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
平成15年度長生村の予算総額はいくら？

１、85億円　２、85億27万円　３、86億円

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り ４月15日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え １、人間ばん馬

◇当選者　伊藤望さん、高橋勝さん
田中友理さん

心に
残る旅

人人人人シリーズ

「
自
然
と
触
れ
合
う
の
が
好

き
な
ん
で
す
よ
。
20
歳
の
と
き

に
は
、
３
カ
月
か
け
て
自
転
車

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
縦
断
を

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
テ
ン
ト

で
野
営
し
な
が
ら
だ
っ
た
の
で

大
変
で
し
た
ね
」
と
話
す
の
は
、

新
東
京
国
際
空
港
警
備
隊
、
船

橋
警
察
署
を
経
て
２
月
28
日
か

ら
八
積
駐
在
に
着
任
し
た
細
入

義
正
駐
在
（
巡
査
）
で
す
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
旅
行

中
に
、
地
元
の
人
た
ち
が
自
分

の
国
に
つ
い
て
話
す
の
を
聞
い

て
い
る
と
、
自
国
に
誇
り
を
も

っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
も
そ
ん

な
ふ
う
に
自
分
の
国
を
世
界
に

誇
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
そ

ん
な
国
を
つ
く
る
た
め
に
貢
献

し
た
い
。
そ
う
思
っ
た
こ
と
が

頭
に
浮
か
び
、
今
ま
で
に
取
っ

た
免
許
な
ど
を
活
か
し
、
な
お

か
つ
世
の
中
の
た
め
に
な
る
よ

う
な
仕
事
を
と
考
え
た
と
き
、

警
察
官
が
一
番
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
警
察
官
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

細
入
さ
ん
は
警
察
官
に
な
る

前
に
、
実
家
が
飲
食
店
を
し
て

い
た
の
で
板
前
を
し
て
い
た
と

い
う
経
歴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
趣
味
の
幅
を
広
げ
る

た
め
に
と
小
型
１
級
船
舶
操
縦

士
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
の

資
格
や
免
許
を
取
っ
た
そ
う

で
、
今
で
は
釣
り
と
ダ
イ
ビ
ン

グ
は
一
番
の
趣
味
と
な
っ
て
い

ほそいり・よしまさ　昭和47年2月

17日、東京都渋谷区生まれ。

平成11年4月に警察学校を卒業後、

同月新東京国際空港警備隊に配属。

平成14年３月に船橋警察署に配属、

その後平成15年２月から、長生村八

積駐在所配属となる。

趣味は釣り、ダイビング、旅行。

地
域
の
駐
在
さ
ん
と
し
て

さ
ん

平
成
11
年
夏
、
本
四
架
橋
尾

道
・
今
治
ル
ー
ト
に
よ
り
、
四

国
を
訪
ね
て
み
よ
う
と
家
族
旅

行
を
計
画
し
ま
し
た
。

最
初
の
宿
は
宮
島
と
決
め
、

子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ
見
せ
た
い

岩
国
の
錦
帯
橋
、
そ
し
て
広
島

の
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
原

爆
ド
ー
ム
や
資
料
館
を
尋
ね
ま

し
た
。
夕
刻
、
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
た
夜
の
厳
島
神
社
を
参
拝

し
宿
泊
。

翌
朝
、
尾
道
市
内
を
散
策
の

後
、
し
ま
な
み
海
道
を
通
り
初

め
て
の
四
国
路
へ
入
り
ま
し
た
。

途
中
、
平
山
郁
夫
美
術
館
で
は

思
わ
ぬ
時
間
を
過
ご
し
て
し
ま

い
、
次
に
予
定
し
て
い
た
大
山

祗
神
社
の
宝
物
を
拝
観
す
る
時

間
を
失
っ
て
、
私
と
し
て
は
無

念
の
う
ち
に
道
後
温
泉
へ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

加
田
　
一
夫
（
昭
　
和
）

し
ま
な
み
海
道
に

誘
わ
れ
て

書
類
を
作
成
す
る
細
入
巡
査

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
警
察
官

と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

17

作ってみよう！

今月の
料　理

講師の高師さん

あんかけ皿うどんあんかけ皿うどん
●材　料（4人分）
・きしめん・・・４玉　　　　　・キャベツ・・・200ｇ
・むきえび・・・200ｇ ・青梗菜・・・・１株
・塩・・・・・・少々　　　　　・にんじん・・・80ｇ
・酒・・・・・・大さじ１　　　・生しいたけ・・４枚
・塩、こしょう・・少々　　　　・かまぼこ・・・1／3板
・片栗粉・・・・大さじ１　　　・サラダ油・・・大さじ１
・鶏胸肉・・・・100ｇ ・ごま油・・・・大さじ１
・合わせ調味料
湯・・・・・3.5カップ
鶏ガラスープの素・・大さじ1強
塩・・・・・小さじ２
薄口醤油・・大さじ3.５
酒・・・・・大さじ２
こしょう・・少々

・片栗粉・・・大さじ４　　　　・水・・・大さじ４
☆エネルギー457kcal たんぱく質28.5ｇ　脂肪10.2ｇ

●作り方
①鶏肉は細切りにする。むきえびは背ワタを取り、塩水で洗

い水気を取ったら、Aをまぶしておく。
②キャベツはざく切りにする。青梗菜は葉と茎に分け、葉は

２㎝幅に、茎は２等分にし縦１㎝幅に切る。にんじんは４

～５㎝の長さの短冊切り、しいたけは軸を取り千切り、か

まぼこは厚みを半分に切り、薄切りにする。

③合わせ調味料を作る。

④中華鍋にサラダ油を熱し、むきえびを炒める。肉の色が変

ったら、青梗菜の茎、にんじん、キャベツ、しいたけ、青

梗菜の葉、かまぼこの順に炒める。

⑤別鍋でうどんをゆで、ゆで上がったら湯を切り、皿に盛る。

⑥全体に油がまわったら、合わせ調味料を加えて煮立たせ水

溶き片栗粉をまわし入れ、大きく混ぜる。ごま油をまわし

入れ、ひと混ぜしたら⑤のうどんにかける。

る
そ
う
で
す
。

「
長
生
村
は
海
と
川
が
あ
る

の
で
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
休

み
に
な
れ
ば
簡
単
に
釣
り
に
行

け
る
し
、
釣
っ
た
魚
は
自
分
で

さ
ば
い
て
家
族
に
振
舞
い
喜
ば

れ
る
し
と
一
石
二
鳥
で
す
よ
」

と
話
す
細
入
さ
ん
。

長
生
村
に
赴
任
し
た
抱
負
を

細
入
さ
ん
は
「
長
生
村
を
守
る

警
察
官
と
し
て
、
ま
た
一
住
民

と
し
て
よ
り
良
い
村
を
つ
く
り

た
い
で
す
ね
。
変
な
言
い
方
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
生
村
ぐ

ら
い
の
規
模
の
と
こ
ろ
は
、
一

つ
の
チ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
に

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
犯

罪
防
止
に
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
住
み
良
い
村
に
し
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

「
被
疑
者
を
捕
ま
え
た
と
き

や
紛
失
物
を
見
つ
け
て
あ
げ
た

と
き
に
、
あ
り
が
と
う
と
お
礼

を
言
わ
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す

ね
。
私
は
26
歳
で
警
察
官
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
民

間
人
と
し
て
描
い
て
い
た
理
想

の
警
察
官
像
と
い
う
も
の
を
忘

れ
ず
に
、
今
後
も
仕
事
を
し
て

次
の
日
は
大
歩
危
、
小
歩
危

そ
し
て
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
へ
と

向
か
い
、
子
ど
も
の
こ
ろ
橋
の

架
け
替
え
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
で
見
た
そ
の
橋
を
渡
る

こ
と
が
で
き
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

の
宿
は
琴
平
町
。
早
朝
に
金
刀

比
羅
宮
を
参
拝
し
、
気
分
も
壮

快
に
レ
オ
マ
ワ
ー
ル
ド
へ
。

様
々
な
も
の
が
あ
る
遊
園
地
で

し
た
が
、
今
は
閉
園
と
な
り
寂

し
い
か
ぎ
り
で
す
。

瀬
戸
内
、
四
国
の
訪
れ
た
と

こ
ろ
は
ど
れ
も
思
い
出
深
く
、

今
も
こ
と
あ
る
ご
と
に
家
族
で

思
い
お
こ
す
旅
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大歩危、小歩危の景色は最高でした

A
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

７
日
と
21
日

は
、
体
育
館
・

武
道
館
・
弓
道

場
・
薮
塚
球
技

場
は
、
休
館

（
休
場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

４
日
・
11

日
・
18
日
・
25
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
自
主
性

と
社
会
性
を
備
え
、
豊
か
な
教
養
と

広
い
視
野
を
持
ち
、
心
豊
か
で
健
や

か
な
た
く
ま
し
い
人
間
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
い
、
４
月
９
日
（
水
）
ま

で
、
春
の
「
青
少
年
を
健
全
に
育
て

る
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
大
丈
夫
　
そ
の
一
言
で
　
勇
気

わ
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
４

つ
を
重
点
目
標
に
展
開
中
で
す
。

①
青
少
年
の
社
会
参
加
の
促
進

②
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り

③
あ
か
る
い
家
庭
づ
く
り

④
あ
か
る
い
社
会
環
境
づ
く
り

青
少
年
が
非
行
に
は
し
っ
た
り
、

交
通
事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
明
る
く
健
全
な
環
境
の
も
と
、

有
意
義
な
仲
間
づ
く
り
や
体
力
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

中
央
公
民
館
で
は
、
４
月
５
日

（
土
）
か
ら
平
成
15
年
度
教
室
生
の
参

加
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。
受
け
付

け
は
公
民
館
で
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
、
電
話
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
自
治
会
長
を
と
お
し
て
各
家
庭

に
お
届
け
し
た
生
涯
学
習
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
「
見
て
聞
い
て
、

何
で
も
学
べ
い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ

少
年
を
健
全
に

育
て
る
運
動

青青青青

民
館
教
室
に

入
り
ま
せ
ん
か

公公公公

気
功
・
太
極
拳
に
興
味
の
あ
る
人
、

美
容
・
健
康
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
と
日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て
い
る
人
、

中
国
５
千
年
の
歴
史
を
持
つ
正
宋
太

極
拳
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
で
き
、
何
年

間
で
も
続
け
ら
れ
ま
す
。

◇
と
　
き

毎
月
第
１
、
第
２
、
第

３
、
第
４
土
曜
日
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
　
講
堂

◇
問
い
合
わ
せ

鈴
木
　
　
（
32
）
３
７
１
７

（
午
後
８
時
〜
10
時
）

内
田
　
　
（
32
）
６
２
８
８

（
午
後
６
時
〜
８
時
）

極
拳
ク
ラ
ブ
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

太太太太

ー
ガ
ン
に
公
民
館
教
室
・
ク
ラ
ブ
、

体
育
館
教
室
・
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
人
に

は
中
央
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
教
室
参
加
申
し
込
み
の
締
め
切
り

は
４
月
16
日
（
水
）
と
し
ま
す
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

太極拳を始めてみませんか

公民館教室で新たな趣味を見つけてみませんか
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三
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

春
一
番
深
山
一
山
動
か
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
下
田
き
よ

祝
着
の
嬰
に
馥
郁
松
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

桃
の
花
日
を
追
ふ
嬰
の
一
歩
か
な
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子

鳥
帰
る
人
は
確
定
申
告
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

桃
の
花
あ
く
び
の
う
つ
る
乳
児
室
　
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
家
鴨
と
遊
び
残
る
鴨
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

雨
晴
れ
て
き
ら
め
く
浄
土
西
行
忌
　
　
　
　
　
　
　
海
津
や
す
は

花
椿
蕊
に
小
鳥
を
呼
ぶ
あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
篤
美

鳥
帰
る
揺
れ
る
木
の
葉
に
絵
筆
止
め
　
　
　
　
　
　
刈
込
　
照
子

春
浅
く
風
が
身
を
刺
す
九
十
九
里
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

卒
業
の
子
等
健
や
か
に
声
澄
み
て
　
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

日
暦
を
め
く
り
忘
れ
て
春
め
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
幸
江

凍
返
る
学
童
無
口
に
今
朝
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
て
る
子

雪
山
の
落
ち
ゆ
く
日
向
す
く
ひ
抱
く
　
　
　
　
　
　
中
村
　
英
子

荒
畑
に
挑
む
耕
人
夕
茜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

啓
蟄
や
蝮
沼
て
ふ
橋
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

鳥
帰
る
光
と
な
り
て
沖
に
消
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
御
園
　
英
子

房
総
の
雨
や
は
ら
か
し
牡ぼ

丹
の
芽
　
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

椿
散
る
地
に
赤
あ
か
と
虚
子
立
子
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
甲
子

八
十
路
坂
気
楽
に
上
ら
う
揚
ひ
ば
り
　
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

生
歩
こ
う
会

４
月
例
会
の
案
内

長長長長
今
月
は
、
大
月
の
岩
殿
山
に
挑
戦

し
ま
す
。
階
段
の
多
い
コ
ー
ス
を
、

ゆ
っ
く
り
上
が
り
ま
す
。
好
天
な
ら

三
ツ
峠
、
富
士
山
、
道
志
の
山
々
が

見
渡
せ
ま
す
。

◇
と
　
き

４
月
20
日
（
日
）
午
前

６
時
20
分
茂
原
駅
集
合
、
６
時
39

分
快
速
東
京
行
き
乗
車
（
ホ
リ
デ
ー

パ
ス
利
用
）

◇
コ
ー
ス

大
月
駅

→

丸
山
公
園

→

岩
殿
山
公
園→

岩
殿
集
落→

猿
橋→

猿
橋
駅
　
約
８
㎞

◇
対
　
象

村
民

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険

証
・
そ
の
他

◇
参
加
費

会
員
無
料
　
会
員
以
外

２
０
０
円

※
ケ
ガ
な
ど
の
補
償
は
保
険
の
範
囲

月
　
日

目
　
的
　
地

５
／
18

横
浜
山
下
公
園

港
の
見
え
る
丘
　
約
７
㎞

６
／
22

野
田
清
水
公
園
か
ら
運
河

約
10
㎞

７
／
20

三
浦
半
島
城
ヶ
島約

11
㎞

８
／
17

箱
根
芦
ノ
湖
　
約
10
㎞

９
／
21

陣
馬
山
（
高
尾
）

約
10
㎞
（
山
坂
あ
り
）

10
／
19

相
模
湖
石
老
山

約
13
㎞
（
山
坂
あ
り
）

11
／
16

奥
多
摩
昔
し
道

約
12
㎞
（
山
坂
あ
り
）

12
／
21

品
川
泉
岳
寺
　
約
８
㎞

１
／
19

川
越
七
福
神
巡
り約

11
㎞

２
／
16

横
須
賀
田
浦
梅
林約

８
㎞

３
／
15

我
孫
子
手
賀
沼
散
策

約
９
㎞

平
成
15
年
度
の
年
間
予
定

※
事
情
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

内
と
し
ま
す
。

◇
締
め
切
り

４
月
12
日
（
土
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９

※
会
員
で
欠
席
さ
れ
る
人
は
必
ず
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

１月例会の鎌倉七福神めぐりより
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プラネタを見て

㊧藍野　麻紀子さん（薮塚）

宇宙旅行の話はいろいろな惑星

があっておもしろかった。いろい

ろな星座があってとても勉強にな

りました。

㊨吉野　茉莉さん（信友）

宇宙旅行の話では、初めて知っ

たことがありおもしろかった。今

度は夏の星座を見てみたいです。

文化会館　　32ｰ5100

９
回
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト

第第第第
千
葉
県
警
察
音
楽
隊
は
、
県
民
と

警
察
を
結
ぶ
「
音
の
か
け
橋
」
と
し

て
、
県
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ

る
音
楽
隊
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

◇
と
　
き

５
月
24
日
（
土
）

◇
と
　
き

４
月
６
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
１
時

開
　
演
　
午
後
１
時
30
分

◇
内
　
容

一
宮
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
と
、
富
士
見
中
学
校
・
睦
沢
中

学
校
・
一
宮
中
学
校
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の

合
同
吹
奏
楽
発
表
会

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

一
宮
商
業
高
校
吹
奏

楽
部

◇
問
い
合
せ

一
宮
商
業
高
校

（
42
）
４
５
２
０

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇

開
　
場
　
午
後
２
時
30
分

開
　
演
　
午
後
３
時

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

※
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

察
音
楽
隊
の
ハ
ー
ト

フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

警警警警

春
の
番
組

○
春
の
星
座

○
３
・
２
・
１
・
０
！
出
発
進
行
〜

ぼ
く
ら
の
宇
宙
旅
行
パ
ー
ト
２

◇
ス
ト
ー
リ
ー

カ
ン
カ
ン
カ
ン
！
お
お
ぼ
ら
ふ
き

の
大
空
博
士
、
今
日
も
新
し
い
発
明

に
夢
中
で
す
。
完
成
し
た
ば
か
り
の

宇
宙
船
の
操
縦
装
置
は
な
ん
と
ダ
ー

ツ
!!
ド
ー
ム
そ
の
ま
ま
の
宇
宙
船

は
み
な
さ
ん
を
乗
せ
て
最
初
の
目
的

地
、
太
陽
へ
。
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
、

は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
の
宇
宙
旅
行
の

物
語
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
２
０
０
円

みなさんも聞いてみませんか

宇宙の旅にいざ出発
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
おおげさがきらい　　　　　　　　　　池波　正太郎

神田堀八つ下がり　　　　　　　　　　宇江佐　真理

日朝交渉　　　　　　　　　　　　　　　姜　　尚中

マンボウ最後の名推理　　　　　　　　　北　　杜夫

街の灯　　　　　　　　　　　　　　　　北村　　薫

対話篇　　　　　　　　　　　　　　　　金城　一紀

フライ、ダディ、フライ　　　　　　　　金城　一紀

おしゃべりな犬　　　　　　　　　　　　　　　玄月

やれば、できる。 小柴　昌俊

観覧車　　　　　　　　　　　　　　　柴田　よしき

忘れ雪　　　　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹

おこう紅絵暦　　　　　　　　　　　　　高橋　克彦

かげろう飛脚―鬼悠市風信帖　　　　　　高橋　義夫

Ｋ・Ｎの悲劇　　　　　　　　　　　　　高野　和明

絹扇　　　　　　　　　　　　　　　　　津村　節子

ジゴロ　　　　　　　　　　　　　　　　中山　可穂

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
万引き変愛記　　　　　　　　　　　　ねじめ　正一

女（ファム） 藤田　宜永

鯨岩　　　　　　　　　　　　　　　　　又吉　栄喜

大黒屋光太夫（上・下） 吉村　　昭

第三の時効　　　　　　　　　　　　　　横山　秀夫

覚えて楽しい！似顔絵教室　　　　　　　マンガ太郎

村上まんじゅう堂　　　　　　　　　　　村上　祥子

「人権」報道　　　　　　　　　 読売新聞社

ゆえに、高速道路は必要だ　　　　　　　四方　　洋

野菜のソムリエ 青果物健康推進委員会

リボンでつくる花のアクセサリー　　　小倉　ゆき子

おしゃべりな帽子　　　　　　　　　　　糸山　弓子

ちりめん飾り季節のおもちゃ箱　　　くら田　たまえ

進化をつづける新ロボット大図鑑 ＰＨＰ研究所

どれがほんとう？恐竜のすがた　　　　　七尾　　純

すいぞくかんにいこう　　　　　　　　　福武　　忍

物
理
屋
に
な
り
た
か
っ
た
ん
だ
よ

小
柴
　
昌
俊

モ
ザ
イ
ク
ワ
ー
ク
ス

河
出
書
房

身
近
な
素
材
を
組
み
合
わ

せ
て
作
る
誰
に
で
も
で
き
る

ア
ー
ト
＝
モ
ザ
イ
ク
。
そ
ん

な
モ
ザ
イ
ク
を
活
用
し
た
キ

ッ
チ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど

の
雑
貨
の
作
り
方
や
、
日
常

家
具
を
驚
く
ほ
ど
お
し
ゃ
れ

に
変
身
さ
せ
る
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

子どもたちにより本に親しんでも

らうために、おはなし会を開催いた

します。素話しや絵本の読み聞かせ

などを行います。ぜひ聞きにきてく

ださい。

◇と　き ４月26日（土）

午後２時30分～（約30分間）

◇ところ 長生村文化会館和室

◇対　象 ５歳（ひとりでお話しが

聞ける子）から小学校低学年くら

いまで

◇定　員 先着40人

◇申し込み　文化会館窓口で申し込
み用紙に記入

◇問い合わせ 文化会館

（32）5100

小
児
麻
痺ひ

を
克
服
し
て
、
苦
学
し

な
が
ら
一
高
・
東
大
と
進
み
、
ほ
と

ん
ど
ビ
リ
に
近
い
成
績
で
卒
業
し
た

著
者
が
、
実
験
家
と
し
て
大
成
す
る

ま
で
、
ま
た
長
期
的
な
見
取
り
図
を

描
く
先
見
性
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、
キ
ー
パ
ー
ス
ン
を
見
極
め
る

洞
察
力
な
ど
が
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な

く
語
ら
れ
て
い
る
。

お話し会に参加しませんか？
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

再 就 職 支 援
センター

前 期 の 技 能
検定試験

県では、厳しい雇用情勢の中、

離職者が一日も早く就職できるよ

う「県民再就職支援センター」を

県内２カ所に開設しました。

専門家と相談員が、雇用に関す

る様々な相談を行っています。お

気軽にご利用ください。

◇ところ・問い合わせ
【千葉センター】

千葉市中央区長洲1-9-1（千葉

支庁内） 043-223-5735

【東葛飾センター】

松戸市小根本７（東葛飾支庁内）

047-361-4016

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

フリーマーケット
出店者を募集

今月は

固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 税税税税
の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

4・6
よねもと整形外科 長生病院 君塚病院
40ｰ1065 34ｰ2121 25ｰ1811

4・13
長島医院 茂原中央病院 山之内病院
42ｰ8800 24ｰ1191 25ｰ1131

4・20
睦沢診療所 宮山医院 穴倉病院
44ｰ2236 22ｰ4873 24ｰ2171

4・27
秋場医院 吉田医院 高田整形外科医院
42ｰ3323 34ｰ3045 22ｰ0111

4・29
岡田眼科医院 鈴木医院 鎗田整形外科医院
42ｰ3529 22ｰ2630 24ｰ8686

5・3
鈴木医院 東部台医院 菅原病院
42ｰ3111 22ｰ2455 25ｰ1171

技能検定は、労働者の有する技

能を国の定める基準により都道府

県が検定し公証する制度で、技能

の向上と産業の発展を目指します。

◇職　種 機械加工、金属プレス

加工、産業車両整備、造園、左

官、塗装など42職種77作業

◇受験資格 原則として各職種と

も実務経験が必要

◇受検手数料 実技11,500円～

15,700円 ／ 学科3,100円

◇受付期間 ４月３日（木）～16

日（水）但し、土曜、日曜は除く

◇試験実施日程 ６月11日（水）

～９月７日（日）の指定する日

◇合格発表日 10月７日（火）

◇受け付け・問い合わせ 千葉県

職業能力開発協会　技能検定課

043-296-1150

「第15回リサイクルフェア長生

2003」での、フリーマーケット

出店者を次のとおり募集します。

◇と　き ６月８日（日）午前９

時30分～正午まで【雨天時６月

15日（日）】

◇ところ 長生クリーンパーク

◇募集要領 長生郡市内居住者に

限り、原則として日常生活にお

ける不用品、リフォーム作品な

どを出店物とする

◇募集期間 ４月24日（木）～５月

８日（木）申込者多数は抽選

◇応募方法 往復はがきに必要事

項を記入し、一人１通に限定

○往信（裏）郵便番号、住所、電

話番号、氏名、主な出店物

○返信（表）返信先の郵便番号、

住所、氏名

◇申し込み・問い合わせ
〒297-0035 茂原市下永吉

2101番地

長生郡市広域市町村圏組合

環境衛生課　　　23ｰ4944
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

労働相談セン
ターの開設

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ４月21日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ４月20日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ４月21日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ４月18日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 ４月21日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

幹部候補生を
募集します

農薬は正しく
使いましょう

無登録農薬が全国的に流通・使

用されている実態が明らかにな

り、国民の「食」に対する信頼を

損なう大きな問題となりました。

このため、昨年12月に農薬取締法

が改正され３月に施行されました。

主な改正点は
①無登録農薬の製造、輸入、使用

の禁止（販売は従来から禁止）

②農薬使用基準に違反する農薬使

用の禁止

③罰則の強化

農薬を製造、輸入、販売、使用

するすべての人に関する内容で

す。農家だけでなく、家庭菜園や

花壇の手入れをする人も、農林水

産省の登録番号のある農薬を選

び、使用方法をよく読んで使いま

しょう。

◇問い合わせ 千葉県農林水産部

園芸農産課　環境調和型農業推

進室　　　043-223-2888

長生支庁商工労政課で実施して

いた雇用関係に伴う労働相談は、

４月１日から千葉県労働相談セン

ターで一括して実施することにな

りました。

◇相談方法及び時間
①労働相談員による相談

電話又は、面接による相談

祝日を除く月曜日～金曜日の午

前９時～午後５時まで（但し、

電話による相談は午後８時まで）

②弁護士による特別労働相談

原則として第１、第２、第４金

曜日（要予約）

※相談は無料で秘密は厳守します。

◇相談及び問い合わせ
千葉県庁（本庁舎２階）

千葉市中央区市場町1-1

043ｰ223ｰ2744

防衛庁では、自衛隊幹部候補生

を次のとおり募集します。

◇募集種目・応募資格
○一般、技術幹部候補生
・大学卒業程度の学力を有し、20

歳以上、26歳未満（22歳未満

は大卒見込みを含む）

・大学院修士課程修了者（見込み）

については28歳未満（海上技術

幹部候補生は、理学または工学

課程修了者に限る）

○歯科、薬剤科幹部候補生
・歯科　専門の大学卒（見込み）

で20歳以上、30歳未満

・薬剤科　専門の大学卒（見込み）

で20歳以上、26歳未満（薬学

修士取得者は、28歳未満）

◇受付締切 5月9日（金）締切日

必着

◇試験日 1次　5月24日（土）

筆記試験　25日（日）飛行要員

希望者のみ

2次　6月24日（火）～6月26日

（木）のうち指定する１日

◇入　隊 平成16年３月下旬～４

月上旬

◇問い合わせ 自衛隊茂原募集事

務所（ピットイン茂原ビル２Ｆ）

25ｰ0452



新年の目標をたてあぐねて、
はや３カ月。新年の目標は新
年度の目標となり、それさえ
もいまだに見つからず。物事
を決めるということに対して、
非常に遅い自分に気づきまし
た。
そんな訳で、ずばり今年度

の目標は「決断をすばやく」
で、いいのかなあといまだに
迷ってしまいます。 （い）

お寺とその門
をかきました。
たくさんの柱や
かわらの色を少
しずつ変えて塗
りました。

高根小
（６年生）

運動会の「こいの
ぼりリレー」です。
こいのうろこを１枚
１枚ていねいにかき
ました。

一松小
（３年生）

鈴木良子 さん

平成15年4月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

最近のお気に入りは、熊としま

次郎のぬいぐるみ。どちらを見て

もワンワンと言うのがちょっ

と･･･

平成14年４月８日生
父・川本　琢、母・道子さん

釈 乃
の

ちゃん（南部）

お兄ちゃんとのボール遊びが大

好きな舜です。早く一緒にサッカ

ーできるといいね！

平成14年４月27日生
父・齋藤和幸、母・恵利子さん

舜ちゃん（市ヶ谷）

メギ科の常緑低木で、挿木など
で繁殖する。半日陰地でよく育ち、土質は
選ばない。ヒマラヤから中国大陸や台湾にかけて野
生し、17世紀末に薬用木として日本に渡ってきた。小葉には
大きな鋸葉があり、ヒイラギに似て尖鋭で触れると痛い。３～４月
に総状花序に黄色い小花をたくさん咲かせる。果実は６～７月に紫黒色に白
粉がついたように熟す。 （撮影地：岩沼）

ヒイラギ
ナンテン

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

土井聡子 さん

ポスターカラー
で環境ポスターを
かきました。色の
配置に気をつけま
した。

長生中
（３年生）

芝崎　彩さん

この広報は再生紙を使用しています。


